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■パネラー

証券会員制法人福岡証券取引所 営業部 部長 加來 英彦 氏

株式会社佐賀銀行 営業統括本部 地域支援部 副部長 稲富 英夫 氏

監査法人アヴァンティア パートナー IPO推進室長 橋本 剛 氏

■モデレーター

セイドウパートナーズ株式会社 代表取締役 牛島 亮太 氏

＜特別セッション＞

『プロマーケット活用の新たな潮流』

◇コメント◇
・ 入り口の議論が多かったのですが、上場後のメリット、例えば資金調達とか相続対策
だとか、その辺りの説明も多くして欲しかった。

・ 佐賀銀行殿の取り組み、説明ありがとうございました。参考になりました。

・ TRMのメリット、会社が目指す理由がよくわかりました。本則と比べ、J-Adviser
に求められること、判断することが多く、難しい制度だと感じました。グロースの
上場基準引き上げが計画される中、増々TRMの重要性は増すと感じました。

• 証券会社、監査法人、J-Adviserそれぞれの観点でのお話が伺え非常に参考になりました。

• 知っている内容がほとんどでした。



事業性評価

（事業内容） 医療機器等の保守点検窓口業務および販売・貸与

No.1501

代表取締役 橋本 拓也 氏

タッグライン株式会社

◇コメント◇

• 医療周りに多くのビジネス機会があることがわかった。
医療業会DXとして面白い。

• 医療機器は専門性があるので、フランチャイズすると、ニーズは
大きように思いました。

• 医療業界の中でもカルテなどの医者が用いるシステムはDXが進ん
でいると感じておりますが、バックオフィスに着目し、一気通貫での
サービスが興味深いと感じました。

• クリニック、看護師さんの”バックヤード業務”のDX化という点、非常
に刺さりました。例えば、介護、保育などでも同様の課題があり、日
本の大きな悩みになると思っております。

• 機器の中古取り扱いができるのであれば顧客が一定数以上になった
ときのレンタルや共同保有の仕組みなど色々展開できそう。
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https://www.taggline-japan.com/


（事業内容） 木糸卸売業

No.1502

代表取締役 川原 剛 氏

株式会社サーキュライフ

◇コメント◇

• 社会問題解決企業として、存在価値が高い。

• サーキュラー経済貢献すると思いました。

普及のトリガー何かと思いながら視聴致しました。

• 社会的な意義深いビジネスと感じました。市場ニーズに関し
て現状どれほどあるか不明瞭ですが、社会的に一気に増加
する可能性を高く感じました。

• 欧州など国際的な広がりがあるなと感じ国際性で“5"にしま
した。まさに革命的な技術であり、貴社の今後をワクワクし
ながら楽しみにしております。

事業性評価
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https://circulife.jp/


事業性評価

（事業内容） 分離ナノ膜を用いて大気から二酸化炭素を選択的に回収する技術を活用した
装置・製品の開発・販売

No.1503

代表取締役社長 森山 哲雄 氏

Carbon Xtract株式会社

◇コメント◇

• Climate-tech として今後の大きな成長が見込まれると

思われる。

• CCU技術は世界で開発中と思いますが、早い実用化期待し

ます。 小型からスタートするのは面白いです。

• 大変意義深いビジネスだと思い、社会的にもCo2を減らす
必要性が高いのに関わらず回収したCo2の使い道がなかな
かないのが惜しいと感じました。

• 地球規模に社会性のある、いうなれば人類の夢のような事
業と感じました。
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https://c-xtract.com/


ご視聴、アンケートにご協力ありがとうございました。

特定非営利活動法人インデペンデンツクラブ
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